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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
☆
 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
５
１
９
Ｏ

【
作
者
名
】

　
ソ
フ
ィ
ア

【
あ
ら
す
じ
】

　
西
暦
 

２
１
０
０
の
地
球
 

魔
術
士
を
目
指
す
少
女
の
物
語
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第
１
話
 
 

地
球
に
迫
る
 

大
予
言

目
が
覚
め
る
よ
う
な
 

美
し
い
 

蒼
い
銀
河
 
 

地
球
 

し
か
し
、
こ
の
地
球
に
 

最
大
の
混
乱
と
恐
慌
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
た
 

西
暦
 
 

２
１
０
０
年
 

１
２
月
 

２
４
日
 
 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
 

あ
と
僅
か
な
 
 

年
の
瀬
 

人
々
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

満
喫
し
て
い
た

恋
人
達
は
 
 

聖
な
る
夜
に
 

し
ば
し
 
 

酔
い
痴
れ
て
い
た
 

だ
け
ど
も
 

こ
ん
な
 
 

聖
な
る
夜
に
 

寂
し
い
 
 

女
２
人
が
い
た
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エ
メ
ナ
ル
ド
 

学
園
 

３
年
生
 

ソ
フ
ィ
ア
 

１
８
歳
 

同
じ
く
 

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
 

１
８
歳
 

ソ
フ
ィ
ア
「
男
な
ん
て
さ
ど
う
せ
。
。
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
あ
ぁ
、
私
み
た
い
な
ス
ー
パ
ー
美
少
女
を
ほ
っ
て
お
く
な
ん
て
、

世
間
の
男
は
、
本
当
に
バ
カ
ね
」
 

ソ
フ
ィ
ア
「
あ
ん
た
の
そ
の
自
信
た
っ
ぶ
り
な
性
格
少
し
は
治
せ
よ
。
」
 

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
そ
う
言
え
ば
、
来
年
卒
業
ね
。
あ
ん
た
、
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？
？
」

ソ
フ
ィ
ア
「
私
は
、
サ
ザ
ン
ラ
ー
ク
に
あ
る
、
魔
術
士
の
専
門
学
校
、
ル
モ
ン

ド
学
院
に
、
入
学
す
る
わ
。
魔
術
士
イ
チ
バ
ン
食
え
る
職
業
で
し
ょ
。
今
は
」
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ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
魔
術
士
か
、
倍
率
高
い
け
ど
、
確
か
に
、
今
の
世
の
中
、
剣
士

か
、
格
闘
士
か
、
魔
術
士
の
３
つ
が
主
流
だ
か
ら
ね
。
」

 ソ
フ
ィ
ア
「
そ
れ
に
、
今
は
、
ま
だ
、
魔
族
は
、
魔
界
か
ら
、
人
間
界
に
入
り

こ
め
る
の
は
、
時
空
の
偶
然
の
歪
み
な
ど
で
し
か
、
な
い
み
た
い
だ
け
ど
、
１

０
０
年
前
に
死
ん
だ
、
予
言
者
、
ア
テ
ネ
の
予
言
書
に
は
、
２
２
世
紀
、
人
間

界
、
魔
界
、
冥
界
、
天
界
が
繋
が
っ
て
し
ま
う
と
言
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

み
た
い
ね
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
魔
界
の
魔
族
が
今
以
上
、
人
間
界
に
来
た
ら
、
政
府
程
度
じ
ゃ

太
刀
打
ち
で
き
な
い
わ
ね
。
」

ソ
フ
ィ
ア
「
え
ぇ
、
父
さ
ん
も
、
最
近
、
手
強
い
魔
族
が
増
え
て
き
て
、
倒
す

の
も
大
変
だ
っ
て
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
私
の
家
も
よ
。
お
爺
様
も
お
父
様
も
、
苦
労
し
て
る
わ
。
魔
術

連
合
協
会
も
、
頭
を
抱
え
て
る
わ
。
う
ち
ら
の
力
で
、
ど
う
に
か
す
る
し
か
な

い
の
よ
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
わ
ね
。
」
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ソ
フ
ィ
ア
「
あ
ん
た
に
し
て
は
、
謙
虚
ね
。
い
つ
も
は
、
天
才
魔
術
士
っ
て
自

信
過
剰
な
あ
ん
た
が
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
そ
れ
が
、
３
日
前
、
魔
族
数
人
が
ウ
チ
の
近
く
で
暴
れ
て
い
て
、

所
詮
、
Ｄ
級
ク
ラ
ス
の
雑
魚
だ
と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
、
か
な
り
危
な
い
戦
い
だ

っ
た
わ
。
お
父
様
に
援
護
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ら
、
ヤ
バ
か
っ
た
。
」

ソ
フ
ィ
ア
「
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
う
ん
。
」

ソ
フ
ィ
ア
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
、
邪
気
を
感
じ
る
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
近
い
わ
」
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そ
の
時
だ
っ
た
、
カ
ッ
プ
ル
が
魔
族
に
襲
わ
れ
た
 

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
で
、
お
構
い
無
し
ね
」

ソ
フ
ィ
ア
「
警
察
が
来
る
ま
で
も
た
な
そ
う
。
助
け
る
わ
よ
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
ま
っ
た
く
、
だ
ら
し
な
い
男
ね
」

カ
ッ
プ
ル
「
ひ
ぇ
ー
」

ソ
フ
ィ
ア
「
仕
方
な
い
は
ね
。
フ
レ
イ
ム
カ
ッ
タ
ー
（
炎
手
裏
剣
）
」

魔
族
は
、
フ
レ
イ
ム
カ
ッ
タ
ー
（
片
手
に
、
オ
ー
ラ
を
集
中
さ
せ
そ
の
オ
ー
ラ
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を
炎
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
手
裏
剣
の
よ
う
に
投
げ
る
。
魔
術
士
の
見
習
い
程

度
の
初
歩
的
魔
術
。
）

に
よ
り
、
息
絶
え
た
 

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
こ
の
分
だ
と
、
ア
テ
ネ
の
予
言
あ
た
っ
ち
ゃ
う
か
も
ね
。
以
上

よ
魔
族
の
出
方
が
。
」

ソ
フ
ィ
ア
「
え
ぇ
。
」

つ
づ
く
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第
２
話
 
 

空
か
ら
の
使
者

時
は
流
れ
て
、
 

西
暦
２
１
０
１
年
 

４
月
７
日
 

ソ
フ
ィ
ア
は
、
 

サ
ザ
ン
ラ
ー
ク
に
あ
る
 

ル
モ
ン
ド
学
院
の
入
学
式
に
 

出
て
い
た
。
 

そ
し
て
、
親
友
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
は
、
そ
の
有
り
余
る
才
能
に
よ
り
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
入
学

を
果
た
し
て
い
た
。
 

し
か
し
、
ソ
フ
ィ
ア
も
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
も
、
哀
し
げ
な
顔
を
し
て
い
た
。
 
 

１
ヶ
月
前
 

Ｂ
級
中
位
の
魔
族
が
 

ソ
フ
ィ
ア
達
の
住
む
 

ア
リ
ー
ナ
街
を
襲
い
 

ソ
フ
ィ
ア
の
父
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ス
タ
ー
リ
ン
 

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
の
 

父

キ
ャ
リ
ア
ル
、
祖
父
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
が

立
ち
向
か
い
 
 

殺
さ
れ
た
 

ア
リ
ー
ナ
街
に
は
、
剣
士
や
魔
術
士
が
少
な
く
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
達
含
め
数
十

名
程
度
だ
っ
た
。
 

そ
の
魔
族
に
 

立
ち
向
か
お
う
 

と
し
た
 

ソ
フ
ィ
ア
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
だ
っ
た
が
 

ス
タ
ー
リ
ン
に
気
絶
さ
す
ら
れ
 

安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
 

目
を
覚
ま
し
て
、
生
き
残
っ
た
僅
か
な
人
か
ら
 

当
時
の
事
を
聞
く
と
 

ス
タ
ー
リ
ン
と
キ
ャ
リ
ア
ル
 

の
二
人
が
、
殺
さ
れ
て

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
の
祖
父
 

ウ
ィ
リ
ア
ム
が
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サ
ン
ダ
ー
 

ブ
レ
イ
ク
 

（
狂
雷
大
爆
発
）
 

サ
ン
ダ
ー
ブ
レ
イ
ク
（
狂
雷
を
対
象
者
目
指
し
落
と
し
、
命
中
後
、
家
一
軒
は
、

軽
く
消
し
飛
ぶ
ほ
ど
の
大
爆
発
を
起
こ
さ
せ
る
雷
系
、
中
位
ク
ラ
ス
の
魔
術
、

使
用
者
の
精
神
力
を
か
な
り
消
費
す
る
）
 

を
３
発
放
ち
、
ど
う
に
か
撃
破
し
た
が

そ
の
代
償
は
、
大
き
す
ぎ
た

極
度
の
精
神
力
低
下
で
 

高
齢
の
せ
い
も
あ
り
 

ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
そ
の
ま
ま
静
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
 

ソ
フ
ィ
ア
「
も
う
１
ヶ
月
か
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
え
ぇ
。
」
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ソ
フ
ィ
ア
「
魔
族
を
こ
の
ま
ま
野
放
し
に
は
、
で
き
な
い
わ
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
と
り
あ
え
ず
、
今
日
は
、
入
学
式
終
わ
っ
た
か
ら
、
帰
り
ま
し

ょ
う
。
私
が
天
才
魔
術
士
で
も
、
ま
だ
ま
だ
魔
族
に
は
、
か
な
わ
な
い
」

そ
の
時
だ
っ
た
 

と
て
つ
も
な
い
大
き
な
地
震
 

魔
界
か
ら
魔
族
が
溢
れ
か
え
っ
て
き
た
 

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
ア
テ
ネ
の
予
言
が
、
こ
の
ま
ま
だ
と
、
い
ず
れ
、
冥
界
の
穴
も

時
間
の
問
題
。
天
界
も
。
」
 
 

ソ
フ
ィ
ア
「
な
ん
で
、
時
間
が
足
り
な
い
。
」

そ
の
時
だ
っ
た
 

Ｂ
級
ク
ラ
ス
の
魔
族
が
現
れ
た
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ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
ま
ず
い
わ
、
や
る
し
か
な
い
」

ソ
フ
ィ
ア
「
フ
レ
イ
ム
カ
ッ
タ
ー
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
効
か
な
い
わ
ね
。
サ
ン
ダ
ー
カ
ッ
タ
ー
（
雷
手
裏
剣
）
」

サ
ン
ダ
ー
カ
ッ
タ
ー
（
雷
系
の
フ
レ
イ
ム
カ
ッ
タ
ー
み
た
い
な
も
の
。
雷
系
初

歩
的
魔
術
。
ち
な
み
に
、
ア
イ
ス
カ
ッ
タ
ー
（
氷
手
裏
剣
）
も
存
在
す
る
）

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
効
か
な
い
か
」

ソ
フ
ィ
ア
「
フ
ァ
イ
ア
ー
ボ
ム
（
火
炎
手
榴
弾
）
片
手
に
オ
ー
ラ
を
集
め
て
、

手
榴
弾
の
よ
う
な
大
き
さ
の
、
火
炎
球
を
造
り
対
象
者
に
投
げ
る
命
中
後
、
軽

い
爆
発
を
起
こ
す
。
魔
力
の
な
い
人
間
な
ら
大
火
傷
す
る
が
、
魔
術
を
心
得
て

い
れ
ば
、
軽
度
の
火
傷
ま
た
は
、
無
傷
で
済
む
。
 



13

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
ダ
メ
だ
わ
。
こ
い
つ
強
い
」

ソ
フ
ィ
ア
「
ち
く
し
ょ
ー
」

そ
の
時
だ
っ
た
 

現
わ
れ
た
の
は
、
 

蒼
い
髪
の
毛
の
男
 

金
髪
の
男
 

２
人
だ
 

２
人
は
 

一
瞬
に
し
て
魔
族
を
倒
し
た

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
あ
、
あ
ん
た
ら
誰
」
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男
ら
は
答
え
た
 

蒼
い
髪
の
毛
の
男
は
、
 

フ
ェ
イ
ト
 

金
髪
の
毛
の
男
は
 

ロ
ベ
ル
ト
と
名
乗
っ
た

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
何
故
私
ら
を
助
け
て
く
れ
た
の
」

ロ
ベ
ル
ト
「
目
的
が
同
じ
だ
か
ら
」

フ
ェ
イ
ト
「
俺
ら
は
、
天
界
か
ら
や
っ
て
き
た
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
天
界
？
？
」

フ
ェ
イ
ト
「
あ
ぁ
。
お
そ
ら
く
、
わ
が
世
界
に
伝
わ
る
伝
説
で
近
日
、
人
間
界
、

天
界
、
魔
界
、
冥
界
が
繋
が
る
と
言
っ
た
予
言
が
当
た
っ
た
の
だ
」
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ソ
フ
ィ
ア
「
あ
な
た
達
の
世
界
も
。
」

ソ
フ
ィ
ア
は
、
ア
テ
ネ
の
予
言
の
こ
と
を
詳
し
く
話
し
た
 

フ
ェ
イ
ト
「
な
る
ほ
ど
、
で
俺
た
ち
が
来
た
の
は
、
冥
界
の
王
、
冥
王
と
魔
界

の
王
、
魔
王
を
そ
し
て
、
わ
が
世
界
の
天
界
の
王
、
天
王
を
倒
す
た
め
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
冥
王
と
魔
王
は
、
わ
か
る
け
ど
な
ぜ
、
あ
ん
た
ら
の
世
界
の
王
、

天
王
ま
で
」

フ
ェ
イ
ト
「
そ
れ
は
、
天
王
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
欲
望
の
た
め
に
、
天
界

は
、
今
壊
滅
状
態
。
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
は
、
自
ら
が
魔
界
、
冥
界
を
制
圧
し
、

こ
の
美
し
き
蒼
い
銀
河
地
球
が
あ
る
、
人
間
界
に
移
住
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
邪
魔
な
低
力
者
の
天
族
を
殺
し
ま
く
り
、
生
意
気
な
犯
行
者
も

全
て
殺
し
た
。
俺
の
家
族
も
、
ロ
ベ
ル
ト
の
家
族
も
。
そ
れ
で
奴
の
目
を
盗
み
、

広
が
っ
た
穴
か
ら
人
間
界
に
来
て
、
一
緒
に
戦
え
そ
う
な
仲
間
を
探
し
て
い
た

ん
だ
」
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ロ
ベ
ル
ト
「
お
前
ら
な
か
な
か
、
強
い
魔
力
感
じ
る
か
ら
な
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
要
す
る
に
、
あ
ん
た
ら
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
を
倒
し
た
い

の
ね
。
」

ロ
ベ
ル
ト
「
あ
ぁ
、
そ
し
て
、
冥
王
ダ
ビ
デ
、
魔
王
ア
ー
ク
を
倒
し
て
、
体
内

に
あ
る
、
魔
玉
を
手
に
入
れ
、
３
つ
の
魔
玉
の
力
で
、
混
乱
と
恐
慌
を
静
め
る
。

さ
す
れ
ば
、
元
通
り
に
な
る
そ
う
、
印
さ
れ
て
い
た
ん
だ
、
こ
の
天
聖
知
性
書

に
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
つ
ま
り
、
３
人
の
王
を
倒
す
こ
と
が
、
こ
の
世
界
の
混
乱
を
静

め
る
唯
一
の
方
法
な
の
ね
。
」

つ
づ
く
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第
３
話
 
 

天
界
仙
人
 

ジ
ョ
バ
イ
ロ

ロ
ベ
ル
ト
「
あ
ぁ
。
そ
う
だ
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
ソ
フ
ィ
ア
、
や
る
し
か
な
い
わ
。
」

フ
ェ
イ
ト
「
し
か
し
、
今
の
、
君
ら
で
は
、
強
い
魔
族
に
対
抗
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
一
度
、
天
界
に
来
て
く
れ
。
天
界
の
天
王
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
は
、

今
、
精
神
集
中
の
た
め
、
瞑
想
し
て
い
る
。
そ
の
ス
キ
に
、
天
界
の
仙
人
、
ジ

ョ
バ
イ
ロ
を
連
れ
て
く
る
。
」

ロ
ベ
ル
ト
「
ジ
ョ
バ
イ
ロ
は
、
高
齢
で
残
り
の
寿
命
も
僅
か
な
が
ら
、
驚
異
的

な
魔
術
の
持
ち
主
。
し
か
し
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
と
戦
え
る
ほ
ど
力
は
、
残

っ
て
い
な
い
。
さ
ぁ
、
お
喋
り
は
、
あ
と
だ
。
行
く
ぞ
。
」

フ
ェ
イ
ト
達
は
、
ソ
フ
ィ
ア
と
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
を
連
れ
て
、
時
空
間
が
歪
み
出
来

た
穴
に
飛
び
込
ん
だ
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ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
こ
こ
が
、
天
界
ね
。
ひ
ど
い
わ
。
こ
ん
な
に
荒
れ
果
て
て
」

ロ
ベ
ル
ト
「
と
り
あ
え
ず
、
俺
に
捕
ま
れ
。
３
人
を
運
ぶ
に
は
、
か
な
り
精
神

力
を
使
う
が
、
な
ん
と
か
行
け
る
だ
ろ
。
テ
レ
ポ
（
瞬
間
移
動
）
」

テ
レ
ポ
（
瞬
間
移
動
）
と
は
、
 

一
度
見
た
こ
と
あ
る
場
所
を
 

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
よ
り
 

そ
の
場
所
に
移
動
で
き
る
 

た
だ
し
、
時
空
間
の
移
動
は
、
で
き
な
い
。
（
人
間
界
か
ら
魔
界
へ
行
く
な
ど
）

距
離
は
、
術
者
に
よ
り
大
き
く
こ
と
な
り
 

達
人
は
、
１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
な
ら
移
動
で
き
る
と
言
う
 

一
度
に
運
べ
る
人
数
は
、
 

達
人
で
も
７
、
８
人
が
限
界
で
あ
り
、
人
数
が
多
く
な
れ
ば
 

当
然
移
動
距
離
も
減
少
す
る
 

ま
た
、
精
神
力
を
か
な
り
消
費
し
て
し
ま
う
。
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ロ
ベ
ル
ト
「
ふ
ぅ
ー
着
い
た
。
こ
の
術
は
、
し
ん
ど
い
ぜ
」
 

ソ
フ
ィ
ア
「
こ
こ
に
、
ジ
ョ
バ
イ
ロ
さ
ん
が
い
る
の
ね
」

フ
ェ
イ
ト
「
ジ
ョ
バ
イ
ロ
仙
人
」

フ
ェ
イ
ト
が
呼
ぶ
と
 

現
わ
れ
た
の
は
、
白
髪
の
髭
を
蓄
え
た
、
老
人
だ
っ
た
 

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
フ
ェ
イ
ト
か
。
ロ
ベ
ル
ト
も
。
し
て
、
何
用
じ
ゃ
」

フ
ェ
イ
ト
「
こ
の
娘
達
を
、
強
く
し
て
欲
し
い
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
お
願
い
し
ま
す
ジ
ョ
バ
イ
ロ
さ
ん
」
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ソ
フ
ィ
ア
「
お
願
い
し
ま
す
」

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
娘
よ
お
前
ら
は
、
人
間
だ
な
。
」

ソ
フ
ィ
ア
「
は
い
。
地
球
に
住
む
地
球
人
で
す
」

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
魔
術
は
、
多
少
心
得
て
い
る
み
た
い
じ
ゃ
な
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
は
い
。
天
才
と
呼
ば
れ
て
ま
す
。
」

ソ
フ
ィ
ア
「
あ
ん
た
ね
」
 

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
ほ
う
。
し
て
、
ど
の
く
ら
い
強
く
な
り
た
い
ん
じ
ゃ
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
そ
ん
な
の
、
一
番
に
決
ま
っ
て
る
わ
」

フ
ェ
イ
ト
「
お
願
い
し
ま
す
。
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
が
瞑
想
を
終
え
る
の
も
時

間
の
問
題
。
と
り
あ
え
ず
人
間
界
へ
き
て
く
れ
」
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ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
で
き
ん
。
ワ
シ
は
、
天
界
仙
人
ジ
ョ
バ
イ
ロ
。
他
の
異
世
界
に

は
、
い
け
ん
」

フ
ェ
イ
ト
「
そ
ん
な
。
」

ロ
ベ
ル
ト
「
た
の
む
ぜ
。
」

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
魔
玉
を
集
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
賛
成
じ
ゃ
。
し
か
し
、
ワ

シ
は
、
い
く
な
い
」

ロ
ベ
ル
ト
「
な
ら
、
ど
う
す
れ
ば
」

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
簡
単
じ
ゃ
、
こ
の
世
界
で
修
業
さ
せ
る
。
こ
の
娘
ら
は
、
強
く

な
る
か
ら
な
。
」
 

ロ
ベ
ル
ト
「
だ
け
ど
、
時
間
が
な
い
ぞ
」

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
ア
ナ
ザ
ー
ル
ー
ム
（
異
空
間
部
屋
）
な
ら
、
１
日
が
半
年
分
あ
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る
。
つ
ま
り
２
日
で
一
年
間
分
修
業
で
き
る
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
そ
れ
っ
て
、
一
年
歳
食
う
っ
て
こ
と
。
い
ゃ
ー
あ
、
こ
の
天
才
、

美
少
女
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
が
。
オ
バ
サ
ン
に
近
づ
い
ち
ゃ
う
」

ソ
フ
ィ
ア
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
、
今
は
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
ら
れ
な
い
わ
。
」

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
当
た
り
前
じ
ゃ
、
バ
カ
娘
が
。
そ
れ
と
フ
ェ
イ
ト
、
魔
玉
に
つ

い
て
じ
ゃ
が
。
ワ
シ
が
調
べ
た
内
容
に
よ
る
と
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
、
魔
王

ア
ー
ク
は
、
体
内
に
入
っ
て
る
ら
し
く
。
そ
の
魔
玉
を
手
に
し
、
吸
収
で
き
た

も
の
は
、
伝
説
魔
術
を
、
得
ら
れ
る
み
た
い
じ
ゃ
。
」

フ
ェ
イ
ト
「
冥
王
ダ
ビ
デ
の
魔
玉
は
。
」

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
ダ
ビ
デ
の
魔
玉
は
、
出
し
入
れ
が
自
由
で
あ
る
み
た
い
と
書
い

て
あ
る
だ
け
で
、
詳
し
く
は
、
わ
か
ら
な
ん
。
」

フ
ェ
イ
ト
「
冥
王
ダ
ビ
デ
、
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
な
」

 ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
さ
て
、
ソ
フ
ィ
ア
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
、
い
く
ぞ
」
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こ
う
し
て
、
ソ
フ
ィ
ア
と
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
が
 

ア
ナ
ザ
ー
ル
ー
ム
に
入
っ
て
 

２
日
が
経
っ
た
 

フ
ェ
イ
ト
「
ヤ
バ
イ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
邪
気
を
感
じ
る
。
瞑
想
を
終
え

た
か
。
ま
ず
い
ぞ
。
早
く
人
間
界
に
戻
ら
な
く
て
は
。
」

ロ
ベ
ル
ト
「
ソ
フ
ィ
ア
と
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
は
、
ま
だ
か
。
」

そ
の
時
だ
っ
た
 

ソ
フ
ィ
ア
「
お
待
た
せ
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
ご
め
ん
ね
。
て
か
一
年
で
超
胸
出
で
き
た
。
う
ー
ん
私
っ
て
セ

ク
シ
ー
」

ソ
フ
ィ
ア
「
変
わ
ら
な
い
よ
ー
胸
。
」
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ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
ま
ず
い
の
。
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
が
。
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
向
か

っ
て
く
る
」

フ
ェ
イ
ト
「
ロ
ベ
ル
ト
。
テ
レ
ポ
だ
」

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
「
さ
せ
ぬ
。
私
が
瞑
想
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
や

っ
て
く
れ
た
な
」

フ
ェ
イ
ト
「
ま
だ
、
何
も
し
て
ね
ぇ
よ
」

ロ
ベ
ル
ト
「
ち
っ
。
み
ん
な
捕
ま
れ
」

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
「
デ
ス
ボ
ー
ル
（
死
の
魔
球
）
」
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ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
ロ
ベ
ル
ト
い
け
。
ワ
シ
が
、
時
間
を
稼
ぐ
。
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
ウ

ォ
ー
ル
（
光
の
壁
）
」

デ
ス
ボ
ー
ル
（
死
の
魔
球
）

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
放
つ
 

天
界
魔
術
の
一
つ
 

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
程
度
の
大
き
さ
だ
か
、
街
一
つ
を
消
し
飛
ば
す
威
力
 
 
 

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
は
、
 

共
通
魔
術
 

（
フ
レ
イ
ム
カ
ッ
タ
ー
、
ア
イ
ス
カ
ッ
タ
ー
な
ど
）
 

人
間
界
に
あ
る
魔
法
を

基
本
的
に
共
通
魔
術
と
呼
ぶ
。
 
 

天
界
魔
術
は
、
天
族
ま
た
は
、
天
界
で
鍛
練
し
た
、
人
間
、
魔
族
な
ど
も
得
る

こ
と
が
で
き
る
 

他
に
も
、
冥
界
魔
術
、
魔
界
魔
術
な
ど
が
あ
り
、
同
じ
理
屈
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
 

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
（
光
の
壁
）
 

天
空
魔
術
の
一
つ
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防
御
系
天
空
魔
術
の
中
で
は
、
最
強
の
防
御
魔
術
 

強
力
な
、
冥
界
魔
術
や
共
通
魔
術
な
ど
も
、
か
き
消
す
こ
と
の
で
き
る
魔
術
 

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
「
舐
め
る
な
よ
ジ
ョ
バ
イ
ロ
」

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
メ
ガ
フ
レ
ア
（
火
炎
の
大
爆
発
）
」

メ
ガ
フ
レ
ア
（
火
炎
の
大
爆
発
）

共
通
魔
術
の
炎
系
最
強
の
部
類
の
一
つ
。
 

超
灼
熱
の
火
炎
が
大
爆
発
を
起
こ
し
 

対
象
者
を
 
 

焼
き
尽
く
す
 

ロ
ベ
ル
ト
「
テ
レ
ポ
（
瞬
間
移
動
）
」



27

フ
ェ
イ
ト
「
よ
し
、
人
間
界
へ
い
く
ぞ
」

ソ
フ
ィ
ア
達
は
、
ど
う
に
か
人
間
界
へ
行
っ
た
 

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
は
ぁ
は
ぁ
は
ぁ
。
」

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
「
や
は
り
、
老
い
た
な
、
こ
ん
な
も
の
が
メ
ガ
フ
レ
ア
だ

と
。
笑
わ
せ
る
な
。
メ
ガ
フ
レ
ア
！
！
」

ジ
ョ
バ
イ
ロ
「
な
、
な
ん
じ
ゃ
と
、
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
が
。
ぐ
ぅ
わ
ぁ

ー
」
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ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
「
ふ
ん
。
逃
が
し
た
か
。
し
か
し
、
私
が
人
間
界
に
行
け

ば
済
む
こ
と
。
そ
の
前
に
、
ア
ー
ク
と
ダ
ビ
デ
の
始
末
が
先
か
、
そ
し
て
、
奴

ら
の
魔
玉
を
頂
く
。
我
が
王
と
な
る
日
も
近
い
な
」

つ
づ
く
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第
４
話
 
 

い
ざ
冥
界
へ

ソ
フ
ィ
ア
「
イ
テ
テ
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
人
間
界
の
よ
う
ね
。
」

ロ
ベ
ル
ト
「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
が
す
ぐ
追
っ
て
く
る
。
と
り
あ
え
ず
、
冥
界

に
行
こ
う
。
魔
界
よ
り
か
は
、
若
干
安
全
だ
。
そ
し
て
、
ダ
ビ
デ
を
倒
す
」

フ
ェ
イ
ト
「
そ
う
だ
な
。
お
そ
ら
く
穴
は
、
北
西
に
広
が
っ
て
る
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
こ
れ
が
、
私
達
の
世
界
、
人
間
界
な
の
、
酷
す
ぎ
る
。
原
型
が

も
は
や
、
な
い
。
沢
山
の
人
が
死
ん
だ
。
」

ソ
フ
ィ
ア
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
、
い
く
わ
よ
。
私
達
が
や
る
し
か
な
い
。
そ
し
て
、

早
く
も
と
の
平
和
な
人
間
界
に
戻
し
て
、
学
校
行
こ
う
よ
。
」
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ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
そ
う
ね
。
」

ロ
ベ
ル
ト
「
北
西
な
ら
、
多
分
わ
か
る
。
テ
レ
ポ
。
」

ロ
ベ
ル
ト
の
テ
レ
ポ
に
よ
り
 

冥
界
の
穴
ま
で
き
た
 

ソ
フ
ィ
ア
達
は
、
穴
に
飛
び
込
ん
だ
 

ソ
フ
ィ
ア
「
こ
こ
が
冥
界
。
ダ
ビ
デ
は
、
ど
こ
に
。
」

ロ
ベ
ル
ト
「
ジ
ョ
バ
イ
ロ
仙
人
の
書
い
て
く
れ
た
、
地
図
に
よ
る
と
、
暗
黒
都

市
シ
ャ
バ
ン
ナ
に
聳
え
る
、
シ
ャ
バ
ン
ナ
城
、
最
上
階
に
い
る
み
た
い
だ
。
」
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ロ
ベ
ル
ト
「
見
た
こ
と
な
い
か
ら
、
テ
レ
ポ
は
、
使
え
な
い
が
。
そ
う
遠
く
な

い
。
」

フ
ェ
イ
ト
「
い
く
ぞ
。
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
ま
ず
は
、
邪
魔
な
冥
界
族

を
倒
さ
な
い
と
な
」

冥
界
族
の
群
れ
「
立
ち
去
れ
、
異
世
界
人
め
。
う
ら
ぁ
ー
」

ソ
フ
ィ
ア
「
フ
レ
イ
ム
カ
ッ
タ
ー
」

ロ
ベ
ル
ト
「
ア
イ
ス
カ
ッ
タ
ー
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
サ
ン
ダ
ー
カ
ッ
タ
ー
」

ソ
フ
ィ
ア
達
の
攻
撃
で
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冥
界
族
は
、
消
し
飛
ん
だ
 

ソ
フ
ィ
ア
「
急
ぎ
ま
し
ょ
う
」

フ
ェ
イ
ト
「
フ
レ
イ
ム
カ
ッ
タ
ー
だ
け
で
、
わ
か
る
。
ソ
フ
ィ
ア
、
お
前
、
相

当
魔
力
を
上
げ
た
な
。
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
も
だ
。
」

そ
し
て
、
つ
い
に
暗
黒
都
市
シ
ャ
バ
ン
ナ
に
着
い
た
 

ロ
ベ
ル
ト
「
城
だ
ぜ
」

フ
ェ
イ
ト
「
ち
っ
、
門
番
か
」

門
番
「
貴
様
ら
、
異
世
界
人
だ
な
、
死
に
に
き
た
の
か
。
」

ソ
フ
ィ
ア
「
違
う
わ
、
あ
ん
た
ら
の
ボ
ス
、
冥
王
さ
ん
の
首
を
取
り
に
来
た
わ
」
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門
番
「
け
っ
け
っ
、
身
の
程
を
知
れ
。
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ー
ム
（
暗
黒
光
線
）
」
 

ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ー
ム
 

冥
界
魔
術
の
一
つ
で
 

冥
界
族
の
下
級
ク
ラ
ス
が
よ
く
使
う
魔
術
で
あ
り
 

共
通
魔
術
で
表
す
と
 

サ
ン
ダ
ー
カ
ッ
タ
ー
、
フ
レ
イ
ム
カ
ッ
タ
ー
な
ど
と
並
ぶ
威
力
。
対
象
者
が
強

力
な
魔
術
士
の
場
合
傷
す
ら
負
わ
な
い
 

フ
ェ
イ
ト
「
消
え
失
せ
ろ
、
ア
イ
ス
カ
ッ
タ
ー
」

門
番
「
が
き
っ
、
う
っ
わ
」

ソ
フ
ィ
ア
「
フ
ア
ィ
ア
ー
ボ
ム
」

ソ
フ
ィ
ア
の
フ
ア
ィ
ア
ー
ボ
ム
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
。
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ロ
ベ
ル
ト
「
い
く
ぞ
。
」

し
か
し
、
一
階
に
は
、
 

ダ
ビ
デ
の
部
下
が
い
た
 

ト
リ
フ
「
俺
に
勝
て
ば
、
上
に
行
か
し
て
や
る
」

ソ
フ
ィ
ア
「
お
も
し
ろ
い
わ
」

ロ
ベ
ル
ト
「
俺
が
や
ろ
う
。
」

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
「
ロ
ベ
ル
ト
」

ト
リ
フ
「
金
髪
君
、
君
が
相
手
が
、
魔
術
は
、
多
少
し
か
使
え
な
い
み
た
い
だ
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ね
。
本
質
は
、
格
闘
士
タ
イ
プ
だ
ろ
。
」

ロ
ベ
ル
ト
「
ご
名
答
、
だ
が
、
魔
術
は
、
で
き
る
範
囲
取
得
し
た
。
」
 
 

ト
リ
フ
「
い
く
ぞ
」

つ
づ
く
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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